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都市計画の流れ 環境影響評価の流れ

１

本事業は、下図のように環境影響評価と都市計画手続きを並行して進めています。

「環境影響評価準備書（準備書）」は、「環境影響評価方法書（方法書）」の手続きを経て実施した環境調査の

結果や、大気質や騒音、動物や植物などの環境に与える影響の予測の結果、環境への影響を回避・低減及び代償す

るために講じようとする環境保全措置、これらの結果を踏まえた環境影響の評価の結果等について取りまとめたも

のです。また、準備書と併せて、「都市計画の変更の案の概要」に対する地域住民の意見を踏まえ作成した「都市

計画の変更の案」を縦覧します。

一般の意見
関係市長の意見

知事の意見

環境大臣の意見

国土交通大臣の意見

一般の意見※1

関係市長の意見

知事の意見

※1：一般の意見の提出期間は、「公告の日～縦覧期間満了日翌日より二週間後まで」とされています。

配慮書
公告・縦覧（H30.1）

都市計画審議会

評価書の作成

公聴会の開催（R1.10）

環境影響評価の方法の決定

意見の概要の作成

方法書
公告・縦覧（H30.8）

構想段階評価書
（都市計画の概略の案）
公告・縦覧（H30.1）

都市計画の概略の案の決定（H30.8）

一般の意見
関係市長の意見

方法書説明会の開催

都市計画の変更の案
公告・縦覧（R2.2）

一般の意見※1

関係市長の意見

知事の意見

意見の概要・見解の作成

環境大臣の意見

国土交通大臣の意見

準備書説明会の開催

評価書の補正

同時

同時

同時

評価書 公告・縦覧都市計画決定 告示・縦覧

一般の意見※1

関係市長の意見

■ 準備書について

環境影響評価
（環境アセスメント）

の実施

都市計画の原案説明会（R1.7）

準備書
公告・縦覧（R2.2）

都市計画の変更の案の概要
公告・縦覧（R1.9）
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◆ 対象事業の目的

北千葉道路は、東葛地域、北総地域の東西方向の骨格となる道路であり、首都圏北部、千葉ニュータウン、成田

空港を結ぶことにより、国際競争力の強化を図るとともに、地域間の交流連携、物流の効率化等、地域の活性化に

寄与することが期待されます。

市川市から鎌ケ谷市間は、東西方向の幹線道路が脆弱なため、国道464号

や並行する県道等では、慢性的に渋滞が発生しています。

新しい幹線道路となる北千葉道路が整備されることで、交通が分散され、

渋滞の緩和が期待されます。これらの課題と求められる機能から、政策目標

は以下のとおりです。

○成田空港等の拠点への広域高速移動の強化

○周辺道路の渋滞の緩和

○災害時の緊急輸送ネットワークの強化

◆ 都市計画対象道路事業の内容

項 目 内 容

事業の種類 一般国道の改築

事業実施区域の位置 起点 千葉県市川市 終点 千葉県船橋市

事業の規模 延長 約１５ｋｍ

道路の車線数 ・市川市～鎌ケ谷市 自動車専用道路（専用部）４車線
一般国道（一般部）４車線

・鎌ケ谷市～船橋市 自動車専用道路（専用部）４車線

道路の設計速度 専用部 ８０ｋｍ／ｈ、一般部 ６０ｋｍ／ｈ

道路の区分（種級） 自動車専用道路（専用部）第１種第３級
一般国道（一般部）第４種第１級

道路構造の概要 地表式（盛土部、切土部、掘割部）、地下式（トンネル部）、
嵩上式（橋梁・高架部）

なお、休憩施設の設置の計画はありません。

◆ 都市計画対象道路事業の名称 一般国道４６４号北千葉道路（市川市～船橋市）

◆ 都市計画決定権者の名称 千葉県

２

環境アセスメント・都市計画手続きを行う区間
(千葉県市川市～船橋市、約15km)



３
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◆ 標準横断図

専用部（嵩上式）・一般部（地表式） 専用部（地下式）・一般部（地表式）

◆ 平面図・縦断図



４

専用部（地表式）・一般部（地表式整備済）

（単位：ｍ）
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①－１ 大気質（二酸化窒素及び浮遊粒子状物質）
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◆ 環境影響評価の予測・評価項目の概要

方法書手続きにおいていただいた一般の方や千葉県知事の意見を踏まえ決定した、予測・評価項目及び環境影響

要因の概要は以下のとおりです。

５

※：予測・評価項目及び環境影響要因の詳細は、環境影響評価方法書をご確認ください。

◆ 環境影響評価の結果の概要

選定した１４項目について予測を行い、その結果、基準等を超過している場合や、超過していない場合において

も環境影響をできる限り回避又は低減させるための環境保全措置を検討しました。

北千葉道路や接続道路などを走行する自動車に

より発生する二酸化窒素、浮遊粒子状物質を対象

として、１４箇所※1の敷地境界（地上１．５ｍ）

において、予測・評価を行いました。

自動車の走行 予測・評価結果

建設機械の稼働により発生する二酸化窒素、浮

遊粒子状物質を対象として、１４箇所※1の敷地境

界（地上１．５ｍ）において、予測・評価を行い

ました。

建設機械の稼働 予測・評価結果

環境保全措置として、「排出ガス対策型建設機械の採用」を実施する

ことにより、すべての予測地点において、基準以下になると予測されま

す。

さらに、「作業方法の配慮」を実施することにより、環境影響のでき

る限り回避又は低減を図ります。

すべての予測地点において、基準以下と予測されます。

環境保全措置
◎排出ガス対策型建設機械の採用

◎作業方法の配慮

（建設機械の複数同時稼働等を極力避けるなど）

資材及び建設の運搬に用いる車両（工事用車

両）の運行により発生する二酸化窒素、浮遊粒子

状物質を対象として、工事用車両の運行が予想さ

れる既存道路１２箇所の敷地境界（地上１．５

ｍ）において、予測・評価を行いました。

工事用車両の運行 予測・評価結果

すべての予測地点において、基準以下と予測されます。

環境保全措置として、「工事用車両の分散」を実施することにより、

環境影響のできる限り回避又は低減を図ります。

環境保全措置

◎工事用車両の分散

※1：住居等の保全対象や道路構造を考慮し、一般部９箇所、

トンネル坑口やＩＣなどの特殊部５箇所の計１４箇所を選定。

物 質
日平均値

(年間98%値、又は2%除外値)

基準

(環境基準又は目標値)

二酸化窒素（ppm） 0.021～0.025 0.04以下

浮遊粒子状物質（mg/m3） 0.045～0.056 0.10以下

物 質
日平均値

(年間98%値、又は2%除外値)

基準

(環境基準又は目標値)

二酸化窒素（ppm） 0.022～0.031 0.04以下

浮遊粒子状物質（mg/m3） 0.045～0.056 0.10以下

整合を図るべき基準等

二酸化窒素（ppm）
1時間値の1日平均値が0.04ppm以下であること。「千葉県環境目標値」

1時間値の1日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下であること。

1時間値の1日平均値が0.10mg/m3以下であること。

「二酸化窒素に係る環境基準について」(昭和53年環境庁告示第37号)

「大気の汚染に係る環境基準について」(昭和48年環境庁告示第24号)浮遊粒子状物質（mg/m3）

0.021～0.029 0.04以下

浮遊粒子状物質（mg/m3） 0.045～0.056 0.10以下

物 質
日平均値

(年間98%値、又は2%除外値)

基準

(環境基準又は目標値)

二酸化窒素（ppm）



①－２ 大気質（粉じん等）

建設機械の稼働 予測・評価結果

環境保全措置として、「散水」を実施することなどにより、すべての

予測地点において、基準以下になると予測されます。

さらに、「作業方法の配慮」を実施することにより、環境影響のでき

る限り回避又は低減を図ります。

工事用車両の運行 予測・評価結果

すべての予測地点において、基準以下と予測されます。

環境保全措置として、「工事用車両の分散」を実施することにより、

環境影響のできる限り回避又は低減を図ります。

建設機械の稼働により発生する粉じん等を対象

として、１４箇所※1の敷地境界（地上１．５ｍ）

において、予測・評価を行いました。

工事用車両の運行により発生する粉じん等を対

象として、工事用車両の運行が予想される既存道

路１２箇所の敷地境界（地上１．５ｍ）において、

予測・評価を行いました。

環境保全措置

◎散水

◎作業方法の配慮

（建設機械の複数同時稼働等を極力避けるなど）

環境保全措置

◎工事用車両の分散

② 騒音

北千葉道路や接続道路などを走行する自動車

により発生する騒音を対象として、１４箇所※1

のそれぞれ近接空間及び背後地※2において、住

居等の高さを考慮（地上１．２ｍ及び４．２ｍ
※3）し、予測・評価を行いました。

自動車の走行 予測・評価結果

環境保全措置として、対象道路に「遮音壁の設置」を実施することなど

により、基準以下、もしくは、対象道路以外の道路の騒音レベルから増加

することがない値になると予測されます。

さらに、「排水性舗装の敷設」を実施することにより、環境影響のでき

る限り低減を図ります。

なお、鎌ケ谷以東の整備済の一般部において基準を超過している地点に

ついては、一般部においても、住居等の立地状況や交通量の変化等を踏ま

え、適切な環境保全措置を実施するよう道路管理者に求めてまいります。

・ppm：1m3の空気中に1cm3の物質が存在する場合の濃度が1ppmとなります。
・日平均値の年間98%値：1年間の測定により得られた1日平均値のうち、低い方から

98％に相当する値です。
・日平均値の年間2%除外値：1年間の測定により得られた1日平均値のうち、高い方から

2％の範囲内にあるものを除外した後の最高値です。

・浮遊粒子状物質：SPM。大気中に浮遊する粒子状の物質（浮遊粉じん、エアロゾルなど）
のうち、粒径が10マイクロメートル以下のものをいいます。

・粉じん：大気環境中に浮遊する微細な粒子状の物質のことです。
・降下ばいじん：大気中に排出されたり、風により地表から舞い上がった粒子状物質のうち、

粒子が比較的に大きいために、自重で地上に落下（降下）するものや、
雨や雪に取り込まれて地上に落下するものです。

用語の解説

６

環境保全措置

◎遮音壁、側面吸音板、高架裏面吸音板

の設置

◎排水性舗装の敷設
※2：近接空間／道路に近い範囲（道路から15ｍまたは20ｍの範囲）

背後地／近接空間より離れた範囲（道路から15ｍまたは20ｍ以遠）

※3：地上高さ1.2mは1階、4.2ｍは2階のおおよその高さとして設定。

冬

基準

（参考値）

10
5.4

0.9～ 1.1～ 1.1～

5.4 8.9

粉じん等（t/km2/月）

春 夏 秋

8.9

工事の区分

土工部・トンネル部

橋梁・高架部

1.0～

1.8 2.6 3.1 2.6

基準

（参考値）

10

春 夏 秋 冬

0.2～ 0.1～ 0.2～ 0.3～一般国道298号

他11路線

予測箇所
粉じん等（t/km2/月）

50～63dB

51～64dB

47～60dB

60または65dB

65dB

55または60dB

背後地

夜間

昼間

近接空間

背後地

近接空間

昼間

夜間
予測位置

基準

（環境基準）

等価騒音レベル

（ＬAeq）

54～67dB 70dB

整合を図るべき基準等

粉じん等
スパイクタイヤ粉じんにおける生活環境の保全が必要な地域の指標を参考とした目安20t/km2/月※から、降下ばいじん量の比較的高い地域の値である10t/km2/月を差し引いて設定された値

※「スパイクタイヤ粉じんの発生の防止に関する法律の施行について」（平成2年7月　環大自第84号）

整合を図るべき基準等 【自動車の走行】等価騒音レベル（ＬAeq）

「騒音に係る環境

基準について」

（平成10年環境省

告示第64号）

基準値時間区分地域の区分

A地域のうち2車線以上の車線を有する道路に面する地域

B地域のうち2車線以上の車線を有する道路に面する地域及び

C地域のうち車線を有する道路に面する地域

幹線交通を担う道路に近接する空間（近接空間）

昼間

夜間

昼間

夜間

昼間

夜間

注1：時間区分は、昼間6:00～22:00、夜間22:00～6:00

注2：A地域（専ら住居の用に供される地域）、
        B地域（主として住居の用に供される地域）、
        C地域（相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域）

注3：幹線交通を担う道路に近接する空間（近接空間）の範囲
    2車線以下の車線を有する幹線交通を担う道路：15ｍ
    2車線を越える車線を有する幹線交通を担う道路：20ｍ

70dB

65dB

60dB

55dB

65dB

60dB



建設機械の稼働により発生する騒音を対象とし

て、１４箇所※1の敷地境界（地上１．２ｍ及び４．

２ｍ※3）において、予測・評価を行いました。

建設機械の稼働 予測・評価結果

工事用車両の運行 予測・評価結果

すべての地点において、基準以下、もしくは、現況値に対して騒音レ

ベルは増加しないと予測されます。

環境保全措置として、「工事用車両の分散」を実施することにより、

環境影響のできる限り回避又は低減を図ります。

環境保全措置

◎仮囲いなどの遮音対策

◎低騒音型建設機械の採用

◎作業方法の配慮

（建設機械の複数同時稼働等を極力避けるなど）

環境保全措置として、「仮囲いなどの遮音対策」を実施することなど

により、すべての地点において、基準以下になると予測されます。

さらに、「低騒音型建設機械の採用」などを実施することにより、環

境影響のできる限り回避又は低減を図ります。

工事用車両の運行により発生する騒音を対象と

して、工事用車両の運行が予想される既存道路

１２箇所の敷地境界（地上１．２ｍ及び４．２ｍ
※3 ）において、予測・評価を行いました。

環境保全措置

◎工事用車両の分散

一般国道４６４号北千葉道路（市川市～船橋市）環境影響評価準備書のあらまし

④ 低周波音

自動車の走行

北千葉道路を走行する自動車の走行により発生する低周波音を対

象として、道路構造が橋梁や高架構造となる４箇所の敷地境界（地

上１．２ｍ）において、予測・評価を行いました。

予測・評価結果

すべての予測地点において、基準以下と予測されます。

【低周波音】
・低周波音：人の耳には感知し難い低い周波数（一般的に100Hz以下）の空気の振動を言います。

・Ｌ50：50%時間率音圧レベルを示します。音圧レベルの値を大きい順に並べた場合、 ちょうど
中央に位置する値を示します。

・ＬG5：5%時間率音圧レベル（Ｇ特性）を示します。Ｇ特性とは、一般的に人の耳には聞こえない
とされる超低周波音（20Hz以下の低周波音）の人体感覚を評価する指標です。

用語の解説

参考：「騒音の目安について」
全国環境研協議会

騒音小委員会

参考：「生活環境における騒音・
振動を考える」

（財）日本環境協会

７

一般国道298号

他11箇所

予測位置

基準

（昼間） （昼間）

環境基準 要請限度
等価騒音レベル

（ＬAeq）

5６～76dB

（現況値：55～76dB）
70dB 75dB

68～85dB 85dB

工事の区分

土工部・トンネル部

橋梁・高架部

騒音レベルの90％レンジの

上限値（ＬA5）

基準

（規制基準）

整合を図るべき基準等

【建設機械の稼働】騒音レベル（ＬA5）

「騒音規制法」（昭和43年法律第98

号）に基づく特定建設作業に伴って発生

する騒音の規制に関する基準

特定建設作業の場所の敷地の境界

線において、85dBを超える大き

さのものでないこと。

時間区分 基準値

70dB

昼間 75dB

「騒音規制法第17条第1項の規定に基づく指定地域内におけ

る自動車騒音の限度を定める省令」（平成12年総理府令第

15号）による自動車騒音の限度

幹線交通を担う道路に近接

する空間（近接空間）

昼間
「騒音に係る環境基準について」（平成10年環境省告示第

64号）による道路に面する地域の基準

幹線交通を担う道路に近接

する空間（近接空間）

地域の区分

整合を図るべき基準等

【工事用車両の走行】等価騒音レベル（ＬAeq）

整合を図るべき基準等

一般環境中に存在する低周波音圧レベル：

　　　　　　　　　　 　　　　1～80Hzの50％時間率音圧レベル（Ｌ50）で90dB
ISO7196に規定されたＧ特性低周波音レベル：

　　　　　　　　　　　　1～20HzのＧ特性5％時間率音圧レベル（ＬG5）で100dB

・dB（デシベル）：音や振動の大きさを表す単位です。

【騒音】
・ＬA5：騒音レベル（A特性）の90%レンジの上端値を示します。90％レンジ は、

多数個の騒音値を大きい順に並べた場合に、最高値と最低値の側から
それぞれ5％ずつ除外したものであり、Ｌ5とは残った値のうち上端の値
を指します。

・ＬAeq：等価騒音レベル（A特性）を示します。ＬAeqは変動する騒音レベルの
エネルギー量の平均値であり、不規則で大幅に変動する騒音の評価値
の一つで、人の感じ方との対応が良いとされています。

・A特性：人間の耳に聞こえる感覚量に補正した音（特性）であることを意味し
ます。

【振動】
・Ｌ10：振動レベルの80%レンジの上端値を示します。80％レンジとは、多数個

の騒音値を大きい順に並べた場合に、最高値と最低値の側からそれぞれ
10％ずつ除外したものであり、Ｌ10とは残った値のうち上端の値を指し
ます。

基準（指標値）

一般環境中に存在する

低周波音圧レベル

（Ｌ50）

ISO7196に規定された

Ｇ特性低周波音レベル

（ＬG5）

90dB70～78dB 79～85dB

50％時間率

音圧レベル

（Ｌ50）

Ｇ特性 5％時間率

音圧レベル

（ＬG5）

100dB



工事用車両の運行により発生する振動を対象として、

工事用車両の運行が予想される既存道路１２箇所の敷

地境界において、予測・評価を行いました。

③ 振動

８

自動車の走行 予測・評価結果

すべての予測地点において、基準以下と予測されます。

建設機械の稼働により発生する振動を対象として、

１４箇所※1の敷地境界において、予測・評価を行いま

した。

建設機械の稼働 予測・評価結果
すべての予測地点において、基準以下と予測されます。

環境保全措置として、「低振動型建設機械の採用」などを実施

することにより、環境影響のできる限り回避又は低減を図ります。

工事用車両の運行 予測・評価結果

すべての予測地点において、基準以下と予測されます。

環境保全措置として、「工事用車両の分散」を実施することに

より、環境影響のできる限り回避又は低減を図ります。

北千葉道路を走行する自動車により発生する振動を

対象として、１４箇所※1の敷地境界において、予測・

評価を行いました。

環境保全措置
◎低振動型建設機械の採用

◎作業方法の配慮

（建設機械の複数同時稼働等を極力避けるなど）

環境保全措置

◎工事用車両の分散

⑧ 日照阻害⑤ 水質（水の濁り）

工事の実施により発生する水質への影響（水の濁り）を対

象として、北千葉道路が渡河する６河川において、予測・評

価を行いました。

予測・評価結果

切土工や既存工作物の除去、工事施工ヤードや工事用道路

の設置などにより、法面や裸地などから発生する濁水が周辺

河川へ流出することで、水の濁りの発生が予測されます。

環境保全措置として、「速やかな転圧及び法面整形」など

を実施することにより、環境影響のできる限り回避又は低減

を図ります。

また、供用後の路面排水による手賀沼や印旛沼の水質負荷

の低減を図るため、処理枡等を設置します。

道路（嵩上式）の存在により発生する日照阻害を対象とし

て、道路構造が橋梁や高架構造となる４箇所において、予測

・評価を行いました。

予測・評価結果

冬至の日影となる時間が、参考となる指標※4 の「２階で５

時間以上」を超過すると予測されることから、環境保全措置

として、「高架構造物の上下部工の形式・配置等の工夫」を

実施することにより、環境影響のできる限り低減を図ります。

なお、本事業に起因する日照阻害については、必要に応じ

て関係通達※4に基づき適切に対処します。
※4：「公共施設の設置に起因する日陰により生ずる損失等に係る費用負担について」

（昭和51年建設省計用発第4号）

工事の実施 道路の存在

環境保全措置

◎速やかな転圧及び法面整形

◎シート等による被覆等の実施 ◎仮設沈砂池の設置

環境保全措置

◎高架構造物の上下部工の形式・配置等の工夫

60dB

昼間 夜間

振動レベルの

80％レンジの上端値（Ｌ10）

基準

（規制基準）

昼間 夜間

65dB40～54dB 41～54dB

47～69dB 75dB

振動レベルの

80％レンジの上端値（Ｌ10）

基準

（規制基準）

振動レベルの

80％レンジの上端値（Ｌ10）

基準

（規制基準：昼間）

39～59dB 65dB

注1：時間区分は、昼間8:00～19:00、夜間19:00～8:00

整合を図るべき基準等

【自動車の走行】振動レベルの80%レンジの上端値（Ｌ10）

時間区分 基準値

昼間 65dB

区域の区分

第一種区域

第二種区域

「振動規制法施行規則」（昭和

51年総理府令第58号）による道

路交通振動の限度

夜間 60dB

昼間 70dB

夜間 65dB

整合を図るべき基準等

【建設機械の稼働】振動レベルの80%レンジの上端値（Ｌ10）

「振動規制法施行規則」（昭和51年総理府令第58号）によ

る特定建設作業の規制に関する基準

特定建設作業の場所の敷地の境界線において、75dBを

超える大きさのものでないこと。

注1：時間区分は、昼間8:00～19:00、夜間19:00～8:00
注2：第1種区域/住居などが立地する区域、第2種区域/商業や工業などに供される区域。本アセス書では第1種区域の値を目標として設定。

【工事用車両の運行】振動レベルの80%レンジの上端値（Ｌ10）

「振動規制法施行規則」（昭和51年総理府令第58号）によ

る道路交通振動の限度

区域の区分

第一種区域

第二種区域

整合を図るべき基準等

70dB

時間区分

昼間

昼間

基準値

65dB



地下水については、工事の実施や道路（地下構造物）の存在により、地下水が遮断されることで、上流側で水位上昇や、

下流側で水位低下が発生すると予測されます。また、地下水位が低下することで、河川では国分川や紙敷川、大津川の流量

の変化や、地盤では地盤沈下の発生が予測されます。

地下水の環境保全措置として、「復水工法」などを実施することにより、環境影響のできる限り低減を図ります。

また、河川流量及び地盤沈下量は、地下水位の変化による影響が大きく寄与することから、地下水と同様に、環境保全措

置として、「復水工法」などを実施することにより、環境影響のできる限り低減を図ります。

⑨ 動物、⑩ 植物、⑪ 生態系

⑥ 水文環境（河川・地下水）、⑦ 地盤

一般国道４６４号北千葉道路（市川市～船橋市）環境影響評価準備書のあらまし

９

工事の実施、道路の存在

北千葉道路及びその周辺において、現地調査により確認

された動植物を対象として、生息・生育環境の改変の程度

等を踏まえた予測・評価を行いました。

工事の実施、道路の存在

予測・評価結果
動物については、猛禽類（オオタカ）は、生息環境が保

全されないおそれがありますが、その他の重要な種の生息

環境は保全されると予測されます。重要な植物種について

は、１７種で生育地が計画道路内などに位置し、生育環境

が保全されない、または保全されないおそれがあると予測

されます。環境保全措置として、猛禽類（オオタカ）は

「繁殖期を避けた工事工程の配慮及び段階的な土地の改

変」、重要な植物種は、「移植（代償措置）」などを実施

することにより、環境影響のできる限り回避又は低減を図

ります。なお、猛禽類（オオタカ）の生息状況や移植した

植物の生育状況の事後調査を実施します。

環境保全措置

◎工事施工ヤードなどの計画区域内利用（動植物・生態系）

◎移動経路の確保（動物・生態系）

◎照明の漏れ出しの抑制（動植物・生態系）

予測・評価結果

・被圧地下水：
帯水層中の地下水が大気圧以上の圧力を受けている状態にある地下水です。
一般的に深層に存在する地下水で、移動速度は非常に遅い地下水です。

環境保全措置
◎復水工法の採用

◎通水工法の採用

◎工事工程の配慮及び段階的な土地の改変（動物・生態系）

◎低騒音型・低振動型建設機械の採用（動物・生態系）

◎締切･沈砂池等の濁水処理の実施（動植物・生態系）

◎移植（代償措置）（植物）

工事の実施及び道路（地下構造物）の存在により発生する河川流量や地下水位の変化、地下水位の低下による地盤沈下を

対象として、河川については北千葉道路と交差する６河川を定性的に、地下水及び地盤については地下構造物を設置する２

箇所において数値シミュレーション及び理論モデルによる計算により、予測・評価を行いました。

・浅層地下水：
地表面から約５～２５ｍの沖積層中に存在する地下水です。
（沖積層とは、約1万年前～現在までの沖積世（完新世）に
堆積した層であり、河川による低地の堆積物（泥、砂、礫、
泥炭など）から構成され、軟弱層が多く分布しています。）

・深層地下水：
上部洪積層の砂層及び砂礫層に存在する地下水です。
（洪積層とは、約170万年前～約1万年前の洪積世（更新世）
に生成された地層であり、丘陵地、台地、段丘地を構成して
います。）

用語の解説

生態系

項 目 調査結果の概要
北千葉道路周辺には、地域を特徴づける生態系として、「樹林環境

の生態系」、「耕作地及び緑の多い住宅地環境の生態系」、「水辺

環境の生態系」が存在しています。

最大低下量

約0.6m 約-1.1m

約0.3m 約-0.4m

市川市稲越町～

松戸市高塚新田

市川市大町～

鎌ケ谷市初富

A Ds1浅層

地下水位の

変動量

最大上昇量

Ds1

工事の実施
項 目

道路の存在

最大上昇量 最大低下量
予測地域

対象

地層

約0.8m 約-1.0m

約1.1m 約-1.1m

市川市大町～

鎌ケ谷市初富

Ds2

市川市稲越町～

松戸市高塚新田

Ds2

Ds3深層

地下水位の

変動量

0.2m未満Ds3

約0.7m 約-1.5m

約0.8m 約-1.6m

約0.6m 約-0.9m

-0.2m未満

項 目
工事の実施 道路の存在

最大上昇量 最大低下量

対象

地層
予測地域

最大上昇量 最大低下量

約1.1m 約-1.1m

0.2m未満 -0.2m未満

約1.1m 約-1.2m

約1.2m 約-1.2m

項 目 予測地域
最大地盤

沈下量

市川市大町～

鎌ケ谷市初富

約0.15m

約0.02m

地盤沈下量

市川市稲越町～

松戸市高塚新田

5 目 8 科 12 種 2 目 2 科 2 種

15 目 35 科 75 種 12 目 21 科 34 種

2 目 2 科 8 種 2 目 2 科 6 種

1 目 4 科 5 種 1 目 3 科 3 種

2 目 8 科 13 種 2 目 7 科 11 種

18 目 268 科 1,566 種 8 目 18 科 29 種

6 目 9 科 19 種 4 目 6 科 9 種

26 目 73 科 149 種 5 目 9 科 13 種

13 科 55 種 1 科 1 種

8 科 15 種

120 科 826 種 22 科 39 種

17 目 38 科 241 種 2 科 3 種

シダ植物

付着藻類

被子植物

ー

重要な種類等

動 物

裸子植物
植 物

項 目

鳥類(一般)

両生類

爬虫類

昆虫類

魚類

底生動物

確認種類等

哺乳類

鳥類(猛禽類)



⑬ 人と自然との触れ合いの活動の場⑫ 景観

１０

◆ 総合評価

北千葉道路周辺の主要な人と自然との触れ合いの活動の場

１２施設を対象として、改変の有無や、利用性・快適性の変

化について、予測・評価を行いました。

予測・評価結果

活動の場の地形の改変は発生しませんが、散策路などから

北千葉道路が視認できることにより、快適性に変化を与える

可能性があると予測されることから、環境保全措置として、

「構造物（橋梁等）などの形状やデザイン、色彩の配慮」な

どを実施することにより、環境影響のできる限り低減を図り

ます。

道路の存在

北千葉道路周辺の主要な眺望景観や身近な景観及び景観

資源９箇所を対象として、主要な眺望点や景観資源の改変

の程度、眺望景観の変化の程度について、予測・評価を行

いました。
予測・評価結果

直接改変される景観資源や景観の構成に変化が生じる眺望

点が発生すると予測されることから、環境保全措置として、

「構造物（橋梁等）などの形状やデザイン、色彩の配慮」な

どを実施することにより、環境影響のできる限り低減を図り

ます。

道路の存在

⑭ 廃棄物等

工事の実施により発生する廃棄物等（建設発生土、建設汚

泥、建設発生木材、コンクリート塊及びアスファルト・コン

クリート塊）を対象として、予測・評価を行いました。

予測・評価結果

建設発生土は約２６２万ｍ３、建設発生木材は約１．３万

ｍ３などが発生すると予測されます。

環境保全措置として、「工事間流用の促進」などを実施す

ることにより、環境影響のできる限り低減を図ります。

なお、再利用や再資源化できないものが発生した場合には、

関係法令に基づき適切に処理・処分を行います。

工事の実施

環境保全措置

◎構造物（橋梁等）の形式、デザイン、色彩の配慮

◎道路付属物（照明ポール、立入防止柵等）の形状、

デザイン、色彩の配慮

◎地形改変の最小化 ◎のり面等の緑化

環境保全措置

◎構造物（橋梁等）の形式、デザイン、色彩の配慮

◎道路付属物（照明ポール、立入防止柵等）の形状、

デザイン、色彩の配慮

環境保全措置

◎工事間流用の促進

◎再資源化施設への搬入等による他事業等での利用

本環境影響評価では、環境への影響を及ぼすおそれのある以下の１４項目について、調査、予測及び評価を

行いました。

予測・評価結果

・全ての項目で必要な環境保全措置を実施することなどにより、環境負荷の回避又は低減に努めており、

環境影響は事業者の実行可能な範囲内でできる限り回避又は低減されているものと評価します。

・なお、「動物」、「植物」、「生態系」については、環境への影響が生じる可能性があるため、事後

調査（重要な猛禽類の生息状況や移植した植物の生育状況の調査）を実施します。

今後、詳細な計画検討に当たっては、環境影響評価の結果に基づき、環境保全に十分配慮して行うほか、

詳細なものとする必要がある環境保全措置の内容については、詳細な設計や事後調査等の結果を踏まえ、

十分に検討します。なお、本環境影響評価の段階において予測し得なかった著しい環境への影響が生じた

場合には、必要に応じて適切な措置を講じます。

環境要素
①大気質 ②騒 音 ③振 動 ④低周波音 ⑤水 質 ⑥水文環境（河川・地下水）

⑦地 盤 ⑧日照阻害 ⑨動 物 ⑩植 物 ⑪生態系 ⑫景 観

⑬人と自然との触れ合いの活動の場 ⑭廃棄物等
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◆ 準備書の縦覧について

意見書の提出方法

準備書について、環境の保全の見地からご意見のある方は、下記の（１）から（４）により、どなたでも意見

書を提出することができます。

（１）提出期限：令和２年２月４日（火）から３月１７日（火）まで。

（２）提出先：〒２６０－８６６７ 千葉市中央区市場町１番１号

千葉県 県土整備部 都市整備局 都市計画課

（３）提出方法：郵送、又は持参

※郵送の場合は、３月１７日（火）の消印のあるものまで有効です。

※持参提出の場合は、平日の午前８時３０分から午後５時１５分まで。

（４）意見書の記載事項（以下のア～ウは必ず記載してください。）：

ア 意見書を提出しようとする者の氏名及び住所

（法人その他の団体にあっては、その名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地）

イ 意見書の提出の対象である環境影響評価準備書の名称

（「一般国道４６４号北千葉道路（市川市～船橋市）環境影響評価準備書」と記載するものとします。）

ウ 環境影響評価準備書についての環境の保全の見地からの意見

（日本語により、意見の理由を含めて記載するものとします。）

※意見書は任意様式ですが、縦覧場所に参考様式を用意しています。

● ご質問・お問合せ先●

○図書の縦覧や意見書の提出、手続きに関するお問合せ先
千葉県 県土整備部 都市整備局 都市計画課 都市計画班

TEL：043-223-3376 ホームページ：https://www.pref.chiba.lg.jp/tokei/

ご理解とご協力をお願いいたします。

縦覧期間：令和２年２月４日（火）から３月３日（火）まで（土曜日、日曜日、祝日、休日を除く）。

縦覧場所・時間：

※各縦覧場所で閲覧できる準備書は全て同じです。県都市計画課ホームページでも終日縦覧可能です。

◆ 意見書の提出について

縦覧場所 縦覧時間

千葉県 県土整備部　都市整備局　都市計画課 午前8時30分～午後5時15分

市川市 環境部　循環型社会推進課　 午前8時45分～午後5時15分

松戸市 街づくり部　都市計画課　 午前8時30分～午後5時

鎌ケ谷市 都市建設部　道路河川整備課 午前8時30分～午後5時

白井市 市民環境経済部　環境課 午前8時30分～午後5時15分

八千代市 都市整備部　都市計画課 午前8時30分～午後5時15分

印西市 都市建設部　都市計画課 午前8時30分～午後5時15分

船橋市
環境部　環境政策課

建設局　都市計画部　都市計画課
午前9時～午後5時

午前8時30分～午後5時15分柏市
環境部　環境政策課

都市部　都市計画課

○準備書の内容に関するお問合せ先
千葉県 県土整備部 道路計画課 北千葉道路班

TEL：043-223-3124 ホームページ：https://www.pref.chiba.lg.jp/doukei/




